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教科 農業 科目 
植物バイオテク

ノロジー 
単位数 

２単

位 
年次 ２年次 

使用教科書 植物バイオテクノロジー（農文協） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この科目は主として作物、野菜、果樹、草花と林木植物に関するバイオテクノロジーについ

て学習させる科目です。実験・観察等を通して植物を科学する基礎基本を習得することを１学

年で学習しましたが、２学年では実験・観察等を通して、植物の機能や栽培環境的な内容を習

得させる進学者対応科目としても位置づけて学習を行ないます。より専門的な学習として、実

用化や研究開発されたバイオテクノロジーに関する学習を行い、農業の各分野における意義や

役割を理解させ、組織培養技術を利用して野菜等の品質改善を図り、他の農業分野でも活用で

きる能力と態度を育成していくことをめざします。 

 

2 学習の到達目標 

バイオテクノロジーの分野における学習を継続し、植物の生理作用などの高度な内容や栽培

環境との関係についての理解を深化する。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

植物バイオテクノロ

ジーの学びに対して 

自主的・継続的な学

習を行い、技術に関

する探求的・創造的

な能力を養う。協調

性を持って参加し、

継続した確かな学び

をしている。 

無菌操作の目的を理

解し、適切な培養管

理を行いながらも、

課題解決に取り組ん

でいる。また、自ら

考え、適切に判断し、

対応する能力を身に

つけている。 

継続した日々の学

習を通して、植物の

分化全能性につい

て理解し、植物の管

理についての知識

や技術の習得、組織

培養技術を用いて

有用物質を効率的

に生産する実践力

が身に付いている。 

植物バイオテクノ

ロジーの基礎的な

知識と技術を習得

し、期待される役割

と課題を理解して

いる。培養の目的や

栽培環境に合わせ

た培地材料や使用

部位について理解

している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

出席状況 

授業内 

小課題 

レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

出席状況 

授業内 

小課題 

レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

出席状況 

授業内 

小課題 

レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

出席状況 

授業内 

小課題 

レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



4 学習の活動 

学 

期 

単元名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

１
学
期 

１．オリエンテ－ショ

ン 

２．培地作製① 

 

３．生細胞の観察 

 

４．不定胚誘導① 

 

５．継代培養① 

 

６．植物の順化 

授業の内容を説明

する。 

培養に使用する培

地を作製する。 

部位による細胞の違

いを観察する。 

種子から幼胚を摘

出し移植する。 

前年から育てている

ランを移植する。 

栽培環境が変わる

際の手順を学ぶ。 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：バイオテクノロジーに関

心を持ち、分野としての重

要性を理解している。 

ｂ：植物の組織・器官の構造

や機能を判断して培養す

ることができる。 

ｃ：無菌操作から外環境へ植

え出す技術を習得してい

る。 

ｄ:無菌操作、培養、順化等に

関する基本的な知識と技

術を習得している。 

・学習状況

の観察 

・出席状況 

・授業内小

課題 

・レポート 

・定期考査 

２
学
期 

７．培地作製② 

 

８．無菌播種 

 

９．葯（やく）培養 

 

１０．ＤＮＡの観察 

 

１１．培地作製③ 

 

１２．葉片培養 

 

材料を変えて培地

作製手順を学ぶ。 

交配した植物の無

菌播種をする。 

イネの葯(やく)を用

いて培養を行う。 

野菜からＤＮＡを抽

出し、観察する。 

材料を変えて培地

作製手順を学ぶ。 

葉片を使って植物

体の再生を行う。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

ａ:バイオテクノロジーが持

つ今日的な重要性につい

て関心を持ち、学びに意

欲を持っている。 

ｂ：組織培養の種類、培養の

管理に関する知識と技術

を習得している。 

ｃ：各細胞の知識と培養技術

を習得している。 

ｄ:無菌操作、培養、順化に関

する知識と技術を適切に

理解している。 

・学習状況

の観察 

・出席状況 

・授業内小

課題 

・レポート 

・定期考査 

３
学
期 

１３．継代培養② 

 

 

１４．微生物の利用 

 

１５．まとめ 

成長に関係する植

物ホルモンを学ぶ。 

微生物を用い発酵

食品製造する。 

年間の復習をして、

理解を深める。 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

ａ：意欲的に関心を持ち、学

習に取り組んでいる。 

ｂ：組織培養の方法を習得

し、植物ごとに適した繁

殖方法を理解している。 

ｃ：培地の組成及び調合か

ら、各植物の細胞に適し

た培養ができる。 

ｄ:共生生物や植物自体の働

き、組織培養を理解して

いる。それら知識を用い

た技術を習得している。 

・学習状況

の観察 

・出席状況 

・授業内小

課題 

・レポート 

・定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 


